
令和 7年 6月 21日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所:ルートプラス福島

実施日程：令和7年5月17日、5月31日、6月21日

概要

福島県授産事業振興会派遣アドバイザー　

影浦千晴講師による縫製技術向上講習

利用者数：20名

＜目的＞
縫製技術の向上

がま口製品の制作方法

新製品開発助言

＜成果＞
技術向上のためのテクニックを学べた

がま口製品の制作方法を学べた

がま口を使った新製品の方向性が見えた

新製品の試作を製作することができた

・ミシンの新しいテクニックを教えてもらうことができて良かった。
・がまぐち作品を作るのは初めてだったので、製品化に向けてがんばりたい。
・新製品生み出す考え方を学べたので今後に活かしていきたい。

利用者さんの理解度に応じ数回に分けて縫製指導を行いましたが、とても前向きに取り組んでいただきました。
今後の継続的な活躍を期待します。
ありがとうございました。

利用者からの意見・評価

住　所 福島県福島市置賜町8-22置賜ビル2F 管理者名 渡邉裕樹

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 024-563-3718 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） 福島県金融広報委員会　AFP田崎由子講師

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ルートプラス福島 事業所番号 710102294

様式２



令和 8年 3月 19日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所:ルートプラス福島

実施日程：令和8年3月19日

利用者数：19名

＜目的＞

＜成果＞
今後の県内のピアサポート活動に関して考えるきっか
けとなった。
課題点としてピアサポートによる効果のエビデンスが
まだまだ少ないことが明らかになった。

ピアサポーターの現状や課題、実際の働き方についての理解が深まったとの意見が多く聞かれ、複数の立場からの発表や素直
な対話、活発な意見交換が評価される会となった。
今後は継続的な開催や学びの場の充実、行政の関与、ピアサポートのスキル向上の機会などが期待される。

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 ルートプラス福島 事業所番号 710102294

これからの選択肢のひとつとしてピアサポーターが増えました。
まずは福島県のピアサポーター初任者養成研修を受けてみたいと思いました。
自分の選択肢が少し広がったので参加して良かったです。

利用者からの意見・評価

住　所 福島県福島市置賜町8-22置賜ビル2F 管理者名 渡邉裕樹

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 024-563-3718 対象年度 令和7年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

連携先企業（担当者） リカバリー福島 代表 ​岡﨑幸治

概要：ピアサポーターが福島県における
　　　ピアサポート活動の現状と今後の展望を語る。

利用者にピアサポーターの理解を深めてもらう。
また、福島県のピアサポート活動の現状と今後の展望
を周知する。

様式２
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